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色々なロボットを作ってみたい (1) 

 資料を読んでチャレンジしよう! 
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色々なロボットを作ってみたい (2) 

2 プログラムが
表示される 

1 ページを 
切り替える 
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スマートフォンからの操作(Android OS) (1) 

1. BlueTooth機能を有効にし，ペアリンクをする 

 http://nxt.typepad.jp/robojoy/2013/09/bluetooth
.html 

 「ペアとして設定中」が表示されたままの時は，もう一度やり
直す 

2. コマンダーをスマートフォンにダウンロードする 
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スマートフォンからの操作(Android OS) (2) 

 左の画面が出るまで画面右をタップし，その後，番号
順にタップする 
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スマートフォンからの操作(Android OS) (3) 

1. 1をクリックすると，マインドストームと接続する 

2. 2を左右に動かすと，モーターが動く 

 モーターは「A」につないでおくこと 
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主なセンサーの種類 

 距離（超音波）センサー: モノからの距離をはかる(1) 

 カラーセンサー: モノの色を知る（赤，青，黒・・・）(2) 

 

 傾き（ジャイロ）センサー 

 

 モーター角度（回転）: 
モーターを指で回した時の 
角度をはかる (3) 
 

 本体ボタン 

 

1 

2 

3 



8 

2つのセンサーを同時に使うには? (1) 

 矢印ブロックを2つ使う． 

 1はカラーセンサー，2は距離センサー 
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2つのセンサーを同時に使うには? (2) 

 1: モノの色が黒かどうかによって画面表示が変わる． 
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2つのセンサーを同時に使うには? (3) 

 2: モノからの距離によってボタンの色が変わる． 
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乱数（ランダム） (1) 

 ランダムに動作が変わるプログラム 
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乱数（ランダム） (2) 

 乱数が「1」の場合，1を実行する 

 乱数が「2」の場合，2を実行する 

数の受け渡し 

「数値」を選ぶ 
乱数の範囲 
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タイマーの活用 (1) 

 ボタンを押すと音が変わる．ただし反応が悪い 

0=音が鳴り 
終わるまで待つ 
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タイマーの活用 (2) 

 ボタンを押した時(2)とそうでない時(1)を分ける． 

 1では，1秒ごとに音を鳴らしている． 
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タイマーの活用 (3) 

 1の拡大 

1秒たつまで 
何もしない 

1秒たったら 
音を出す 

タイマー 
リセット 

1=音が鳴り終わる
まで待たない 

1秒たったか? 
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マイブロック (1) 

 いくつかのブロックをひとまとめにできる 

1 ドラッグして 
ブロックを選ぶ 
(矢印以外) 
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マイブロック (2) 

1 名前を付ける 
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マイブロック (3) 

 ダブルクリックすると，中身を変更できる 
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マインドストーム同士をつなぐ (1) 

 マインドストーム2台で，1台からもう1台を操作できる 

 

 本体の設定 
http://www.afrel.co.jp/archives/97 

 

1. Bluetoothを有効にする 

2. 1台をマスター(操作するほう)にする 

3. もう1台をスレーブ(操作されるほう)にする 

4. 設定した後は、電源を切らない 
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マインドストーム同士をつなぐ (2) 

 マスターのプログラム 
メッセージを送って操作する 

 

 

 

 スレーブのプログラム 
メッセージで操作される 

「AAA」を 
送る 

受け取ったのは
「AAA」か? 


